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ボールパーク推進課（内線3632）
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　４月以降、2023年のボールパーク（Ｆビレッジ）
開業に向けて、新球場の建築やアクセス道路の整
備などの工事が本格的に始まります。工事に伴い
車両の通行や交通規制など、ご迷惑をお掛けしま

すが、ご協力をお願いします。
　工事に関する新しい情報は、今後も市ホームペ
ージ「ボールパーク特設サイト」でお知らせしま
す。

新球場建築工事
　４月13日に起工式を行い、５
月上旬から本格的な工事が始ま
ります。
施主　ファイターズ　スポーツ
＆エンターテイメント
工事期間　令和４年12月下旬まで

Ｆビレッジ周辺整備工事
　Ｆビレッジ周辺の無電柱
化工事、上下水道工事、道
路整備工事を行います。
工事主体　北広島市
工事期間　令和５年３月まで

アクセス道路整備工事
　Ｆビレッジから大曲椴山
線に接続するアクセス道路
の整備工事を行います。
工事主体　北海道
工事期間　令和５年３月まで

特別高圧電力送電線工事
　電力ケーブル用管路とマンホ
ールの埋設工事を行います。
工事主体　北海道電力
工事期間　令和４年12月まで工事期間は予定です

　年間を通して集客するための具体的な取
り組みはありますか。

　　　　レストランや子ども向けの遊び場などは、
　　　通年で営業することを想定しています。そ
のほか、レクリエーションの森など近隣の施設と
連携し、多くの方が自然を学べる取り組みなどを
行う予定です。

　　　　ＪＲ新駅はどこが所有するのでしょうか。
　　　年間70日の試合のために、市が多額の支出
をするのであれば、負担が大き過ぎると感じます。
　　　　新駅は商業施設などを併せた整備も想定
　　　し、費用負担の割合について協議している
ところです。全ての普通列車が停車する予定なの
で、試合のある日だけではなく市民の皆さんが日
常的に利用できると思います。

　新球場を、野球以外のスポーツで使用す
ることはありますか。

　　　　費用面が気になります。市債を発行する
　　　と聞きましたが、将来への負担は大丈夫な
のでしょうか。
　　　　北広島市は一般財源の規模に対する公債
　　　費の比率が全道でもトップクラスに低い数
値となっており、健全な財政運営が行われていま
す。そうしたことを踏まえて、ボールパーク事業
に関するインフラ整備内容を検証しています。
　　　　札幌市などに住む方には、実際の距離や
　　　時間以上に北広島市は遠いというイメージ
を持たれているのではないでしょうか。
　　　　物理的な距離感の近さについて周知し、
　　　心理的な距離感を縮めていくことは、これ
からの大きな課題だと思っています。

　２月下旬に市内４カ所で開催されたボールパー
ク構想の市民説明会では、以下のような意見や質
問がありました。

土木事務所

北広島高校

　　　　新球場は天然芝なので当面は野球専用で新球場は天然芝なので当面は野球専用で
　　　すが、芝の育成状況を見極めながら他の用　　　すが、芝の育成状況を見極めながら他の用
途での使用について検証していきます。途での使用について検証していきます。
　球場内のグラウンド以外の　球場内のグラウンド以外の
場所は、会議や場所は、会議や
パーティーなど、パーティーなど、
試合のない日も試合のない日も
多目的に利用で多目的に利用で
きるようにしてきるようにして
いきたいと思っいきたいと思っ
ています。ています。

Ｆビレッジ
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